
編集後記

-例年 2号は学術大会の発表論文の抄録を掲載して

おりますが、本年度の学術大会はアジア|睡眠学会

および|こ!本11mIILi:学会との合同大会として開催され、

抄録集は別に!:H版されるため、 15巻 2号は総説等

を主イ本としたものとなりました。

.総説は、 1 号に続き前年度大会で l~fJiiilされたワ ー

クショップ 「様々な H奇 !日J~!I" の生態 リ ズムと生物多

様性」から生態リズムと48il三にも及ぶ周知Itにつ

いて、解説いただいております。ヒ卜の知覚と時

r:uについて興味深い総説を、千葉大学の.)11先生

にご寄稿いただきました。さらに、 |村111会員から

うつ病のH奇問生物学、聴会員からは抗リ ウマチ薬

による H寺間治療、 q-，尾会員他か らヒ ト 11垂 11民党i~m リ

ズムのモデルについての総説をご布稿し、ただきま

した。
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-表記1~のデザインが変わって今けが 2 1旦11二!となりま

す。 本号は、木本圭子さんのゴ|ー紘JI~モデルと反比、

拐、lixモデルによるアートです。皆械の印象はいか

がでしょうか。来年度からは、表紙デザインを会

員を含む一般の皆様からの公募から選ぶことにな

ります。詳しくは、本号の20]0年度 ]c (日本H寺

!日l生物学会誌)デザインコンペのご案内をご覧下

さし、。

.編集委員会では会員の皆様からのご翁稿をお待ち

しております。総説、技術の解説、 学術集会幸liif!J'-、

海外使り、研究グループ等、会員の皆様からの積

極的なご寄稿をいただけますようお願いいたしま

す。

-後WJも始まり、通常一:の符みに以りました。季節は

実 りの秋です。研究聞でも 、皆様方のitかな稔り

を祈念いたします。
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